
天 界
（第六恕） 第六十七號 大正十五年入・九月

東洋：外交戦史大綱
（内藤博士還夙記念論：交集より）

薪　城　新　藏：

副読○　辰〇　二十入宿亡土圭。　春秋の暦s三正論。暦法の成立

t干支紀年法〇　五行説。　鳴石の星経。太初歴の制定。　結語。

　　　　　　　　　　　　　一、序　　　論

　」．二代に於ける天文學の受血を講究すろこεは．天文學の登逮史それ自身Eし

て興味ある；εの外に、これによりて或は不定なる年代を確定し．又は東西交

通の有無をも明かにし得るであらうε思はるxので、古代史研究0）爲には頗る

重要な問題であるにも絢はらす．古代に於ける東洋天文學の歴史は不幸にして

今日に至るまで其面相が明かになって居ない。一方には．循古文爾品詞に基き

西紀前二千百年に於ける支那は、日蝕を豫報せざりしこεが謙虚の理由xSなる

程に、天文學が開けて居つナこεいふ説や、又周艀算経に基き、西紀前千百年に

周公は黄道傾斜を二十三度五十四分三秒一五ε測定しナこSなし、其値はラプラ

ースが理論上推算せる値：ミよくt・一一・致すうが故に、周公の測定は疑ふべからざる

事實にして其粘果の精密なるこEは驚嘆の外ないεいふうプラースの誘が．廣

く一投に行はれ、大英百科欝典第十一版アストロノミーの部にもこれを載せて

居るが．他の一方には飯島氏の如きは、儒教の経典は悉く皆西紀前三百年頃に

希騰文明の影響を受けて後に編纂されテニるものなりεし．春秋所載の日蝕の日

附は此時期以後に於て溺って附加したるものであるεいふて居る。是等は如何

に甚だしき極端の見解が今なほ行はれて居るかを示す好適例である。かく甚だ

しき意見の相違を來たすわけは．要するに史料の吟味如何によるので、本來か

らいへば支那には古き丈献が非常に多いので、充分によくこれを咀噛するこε

が出來さへすれば、上代に於ける天文學の獲蓬史の如きも、西洋方面よりも遙

かによく明白にならなければならぬ筈のものε思はれる。私は十撒年子この方

面の研究に志し、史料の撰揮に就ては幸にも内藤狩野爾教授の指導を受けるこ

εが出來．研究上大なる錯誤もなく進行し、今日に於ては上代に於ける東洋天
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文學の嚢網に嬉し稽明瞭なる概括的論断を下し得る襟になったミ信ずるので．

次に其大綱を蓮べて見たいミ思ふ。

　一一ee天文井面達の大勢を概言すれば

　　（一）月光利用法なる太陰替時代に始まり

　　（二）四時の憂化を利用する太陽暦叉は太陰太陽暦作成のための天文學

　　（三）星占天文學

　　（四）宇宙槻及び五星の蓮動に關する天文學

　　（五）近世に於ける航海天文學及び星辰天文學

　　（六）近時の太陽物理學及び天艦物理學

等の段階をたさつfこもので、これは東洋も西洋も殆曹同様である。tl　N“東洋に

於ては自嚢的に第五第六の時代に移らざる以前に西洋の近代天文學を輸入する

に至つナこので、三って其特徴ある登達をなしナこものは第四までの段階に止まっ

て居る。

　支那に於ける天文學は、古代に於て紛しく議排しナこが．中ごろ戦衡1のナこめに

專門家が散逸して全く傳統を央なび．漢以後に更にやり直したものだεいふ論

があり、夏に暦法に關しては上古車馬三正交替の制が行はれて居つkSいふ説

がある。前者は近くは徐叢の天元暦理．湖っては史記天早書に見え．後者は既

に空虚及び爾書大傳に見えて居るが．是等はいつれも全く善意に反して居る。

　是等の因襲的なる見解に捉はるSこεなく全く自由なる立場から正確なる材

料を研究して今日までに得たる結果によれば、私は支那上代に於ける天文學の

軍国に発し先つ次の三つの重要なる時期を畢けなければならぬ。

　（甲）春秋中期　文公宣公時代（紀元前六二六一五九一）に於ける野臥法の改正

　　　に件なひ、必然的に暦の改正ミ三正論の護生ミを誘起す。

　（乙）戦國中期　紀元前三百六七十年頃に於ける甘石の天文學一五星の観測ミ

　　　星経の作成、少しく後れて暦法創定

　（丙）前漢の武帝太初元年（前一〇四）に於ける暦法制定

　幸にも是等の時期に噂しては、（甲）に封しては春秋．（乙）に封しては左傳．

（丙）に験しては漢書律歴志があって重要なる材料を提供して居る。我々はこれ

によりて是等の主要なる時期の特徴を研究し東洋天文學史の大勢を察するこε

が出來る。從って天文學の歴史に就ては是等の時期によって時代を劃し

　（イ）上古より春秋中期まで（紀元前二〇〇〇一六〇〇）

　　　の時代

　（ロ）春秋中期より梅津中期まで（紀元前六〇〇一三六〇）

　（ハ）戦國中期より太初元年まで（紀元前三六〇一一〇四）

　（二）太初元年以後（前一〇四一近代）　暦法時代

等に分つこεが便宜であらうE思ふ。

辰による観象授時

暦法準備時代

暦法制定時代
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二、辰

　辰εいふ字は面白い字で．この文字の意味ε履歴εを眞に了解するとが崖來

れば．支那上代の天文學の襲達は自ら明かになるε思はる、程のものである。

沈括の夢漢筆談には「畦畔辰名詳密多．にいふ項に，この文字に甚だ多様iの意味

があるこεを面白く述べてあるが。この文字に種々の意味のあるこSは敢て後

世の宋代に至って始まったこεではない。それより二二千年も前の春秋時代から

のこεで、左傳昭公七年の條に「何謂六物。封切歳時日月星辰是謂也っ公日。

多語華人辰。而早撃。何馬蝉⊃封日。日月之會是謂辰。故未配日」Eいふ玉璽

が載せてある。これは紀元前五百蝕年t”いふ春秋時代に既に辰に種々の意義が

あったεいふこεを示して居るものであるが、伯蝦の返答は軍に其當時の辰の

志義を述べナこのみで．栖本來の意義及び歴史的除睾に及んで居らぬ。

　公羊傳昭公十七年の條に「大火爲大陸。野郎大呼。北極亦爲誕辰」ミあり．何

休の註に「大火謂海星。伐爲参星。大火與伐っ所以都民時之早晩」εあるが．私

の見る所によれば、これ偶々辰の本來の意義を傳へて居るものである。太陽暦

利用の初期に於ては、一太陽年の長さをも知らす無論何等の暦法もないので．

随時、日浸後章は日出前の星の現はれ具合を観て．時節の早晩を察し農事作業

の日程を定めて居ったものである。これは東西洋楽に同様で字義通りに観象熱

時の時代である。かくして農事暦（廓ち太陽暦）を作るために主εして観測した

，る標準物はs埃及ではシリアス（天狼）であり．バビロンではカペラであっナこε

いふこεであるが、支那では或は地方或は時代を異にするに從て種々に攣遷し

之を麺じて辰ε樗へて居ろ。かくて辰は古くは或は大火であり．或は草聖であ

り或は北斗であり．やがて周初に二二十八宿法を用ふるに至ては日月之交會鮎ε

なり．春秋中期に土圭を用ひて日中の太陽の高度を測るに至っては日（太陽）を

指して辰ε爾するに至ったものである。紀元前二．三千年頃から紀元前六百年

に至るまでの支那の天文學の歴史は要するに辰の憂遷の歴史に外ならぬ。

　大火は夏の夕方南方に兇ゆる赤色の一等星で、西洋方面では蜴座アルファε

．稽するものである。事典には「日永燭火。野梅仲夏」εあり．夏小正には「五月

初昏大火中」ミあり．古くから此星が夕方に南中するのを以て：夏の正中、五月

の目印εしkものであらうε思はれる。この星は股の代を通じて特に重んぜら

れ．左傳昭公元年に引用されて居る訓説にも見ゆる如くに．股の守護紳εも見

られる程になつナこので．逡に辰の名を濁画し、辰εいへば大火を指す程になっ

たものである。やがて殿代に十二支を制定するに當り第五番目の符號を辰εし

たのは．辰卸ち大火が五月の星であるがナこめである。後に戦國蒔代頃に十二支

に動物を配當するに當り辰に龍を配しナこのは．大火の附近の星象が著しく人の

資をひき寸寸にも動物を聯想せしむる程で．これを龍なる門門的紳獣に見立て
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S居ったがためである。左酔言公二十八年に「龍宋鄭之星也」εあるのが天の龍7

を指したものであるこミは言ふまでもないが．説文に「龍麟轟臨監也中略春分

而登天。秋分而倉淵」t一あるのが全く天龍の出浸を傳へて居るのは面白い。な

ほ辰の字形は般露文宇では動物の象形の如くなるを以て見れば、大火の附近の

三等を一種の動掬に見立てたのは既に般代に始まって居るのであらう、これを1

龍ε名づけナこのは或は周代のこミかε思はれる。

　滲は冬の夕方に東方に青白く光って見ゆる三つ星で、西洋方面ではオリオン

ご稔ふるものである。夏小正には「正月初昏参中」ミあり．或時代には参の初昏

南中を以て正月の標準ミしfcこミX思はる、が、其南中は躍りに高くして齪望l

l二不便なので．寧ろ其雪叩に東方に現はるtSのを見て．冬の正中、十一月の目1

印εしたものであらう。左回昭公元年に引用されナこる博説では晋の守護神εな

って居るので．思ふに古くから主εして拝取地方に於て用ひられナこ辰であった

ものご見える。参の附近の星野は斧鎮の形に見立てられるので．この星を戊又．

は伐ミ稽へ。屡追伐ミも樗へて居る。十二支を制定するに當り十一番目の龍胆

を戊ξしナこのは’参与が十一一tL月の星であるがためであり．伐．戊、伐は般虚文

字では皆同一で差別がない。なほ歳ミいふ宇は説文には「夙歩戌聲」ミあり、歩

ε戊εを組み合はせて作った文字であるミ思はる、が．これは疑もなく戌の月

から戊の月までの一年ミいふ恵味であらう。

　北斗は今より三四千年の昔には．現在に比して著しく北極卜占に近かつナこので

終夜地下に浸せす頗る観測に便なるものであっナこらうミ思はれる。斗に見立て

弛るもの紡丙が夕方に指して居る方向によって時節を見る幹回εしナこものでs

夏小正には「正月斗柄縣在野」叉「六月初昏斗柄正在野」εある。北方の察に見ゆ

る辰なるが故に北辰ε稽へ．又北方の行き止まりにあるものなるが故に北極ε

も務iヘナこものである。論語に「響如北辰居其所Q而衆星共之也」εあるのは疑も

なく北斗を指して居るので、朱注に「北辰北極。天弔鐘也。居其所不動也」εい

ふて居るのは後盤の眼で見九る誤解である。北辰即ち北斗は．槻弓の便宜上よ

り見れば．定めし圭ミして北方の民族しょりて辰こして観測されずこもので、或、

は周の民族の辰であったのかも知れない。

三、二十八慮蓮土潅

　大火や参や北斗等の辰によって時節を調ふるこざは、其考案に於ては殆蓄同

一のものであっナこが。馬蝉の頃に至りて更に一段の進歩を來たしたのは、A．の

位置を媒介物ごして用ふる方法を案出しナこるこεである。三日月以後に於ける

月の位置の鉱化（恒星に射して）を見て．其同じ割合にて逆に二日程漁れば、娘

師ち日月絹交寓する瓢を求め得るわけで．此世歩を便にするために．黄道に滑

ふての周天を、大約その一日行程宛の見計にて．なほ著しき星象を目印ミして
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二：十七又は二十八の不等なる部分に分ちナこるものが二十八藩法である。朔ミい

ふ文宇其物が月に封して湖るEいふ意味の象形文字で、それまでは三日月の見

え始めが月の初日であっkのbe　．二十八宿法0）採用こ共に二日程黙りテこる所を

月0）初日ミするこミになったものであるこミを示して居る。

　二十八製法が何時頃から探用されfeかミいふ問題ミ密接の關係があるミ思は

れるのは、朔こいふ文字が叉朔北εいふ意味を有して居るこεである。今立ミ

いふ文字の古典に見ゆるものを摘記すれば

　　　　大峰漠　（正月朔旦。受命干神宗）

胤
大
忌
洛

征
甲
面
面

　　　　詩出車
等であるが此中始めの三つの括弧を附せるものは所調爲古：文なるもので信ずる

に足らないεすれば．月朔の意味にての文字は周以前の書にはない。後の四つ

に於ける朔は朔北ミいふ意味で、殊に周初の洛告及び詩出車に見ゆるものは或

る特定の地方を指せるものΣ如く見える。これは二十八宿法を始めて探用せる

ものはs黄河の南流せる部分の下流地方に住みたる民族で、河を翻りたる上流

地方を朔：三稻へkるものSして解諒すべきであらう＞S思ふ。風諭舜典にある朔

の字は爾書編纂の際に探用されナこるものε見て差支ないであらう。

　印度に傳はれる二十八宿は大虚支那のものε類似しては居るが多少の出入あ

りて、角の代りに大角、牛女遊の代りに牽牛織女瓠瓜が含まれて居るこεは特

に注意を要すろ二＞Sである。大角や牽牛論女瓠瓜等は何れも黄道を去るこε遠

いので、何等か特別の理由がなければ二十八宿中に編入さるべきものではない

のであるが、大角は北斗の柄の指す所に當れる光輝強き一等星で、これを延長

すればこ二十八宿の起首なる角に至るこSや．牽牛織女の爾星は誌にも見え、其

物語は支那の古代に於て頗る人口に膳塾して居ったε思はるXこε等を参考す

れば、是等の昼鳶は．野郎二十八宿法は、古くから牽牛織女の嬉説の行はれて

居った地方に於て．北辰法に次で探用され、印度には古き形が其ま擁專へられ

て居り．支那には其後障る時期に一度望理されナこ後の形が現存して居るものミ

して耳殻すべきであらうε思ふ。

　要するに二十八宿敵は．黄河の南流が折れて東流に製する附近蜘ち滑水の邊

にて護即せる厨の民族が始めテこもので、月初頃から春秋中頃まで用ひられたも

のであらう。「辰は日月の交直黙なり」ミいふのは此時代のこεで、叉周天には

十二の朔郎ち十二の交猛獣あるが故に、苧二辰εいふともこれに臨いて居る。

　正に春秋中頃に至っては．地面に垂直に立てナこる棒の日中の影の長さを測り

（乃季秋月朔）辰鼠色予房
（’准三雇巳。　十有二二月朔）

応報方。ロ幽都。李在朔易

我卜河朔黎水

城彼朔方
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其最長最短の時期を以て日別εする方法が用ぴらる工様になったので．垂直に

立てたる捧を土羽S．．＊P？へ．日（太陽）のこミを辰ミ構ふるに至つナこものである。

　土圭のこミは周禮に見えて居るが決して周初に用ひられたものではない。確

かなる明丈の以るべきものがあるわけではないが、私は種々の事惰から推して

土圭採用の時代は春秋中期に相違ないミ思ふ。それは土圭を用ひて日至を観測

する様になれば、從來に比して必ずや二つの重要なる攣化が認められなければ

ならないε思はるNこεで、第一には．從來の何れの方法に比しても遙に精確・

に時節を定むるこεが出來、從って一年の長さも精確に知れて良き太陽暦も出

早るこミになる筈であり、第二には観測法ε關帯して、年の始にも冬至を理想

的のものε認むる様になり、自然に冬至正月暦を用ふるに至るであらうε豫期、

さるるこざであるが、この二つ共に丁度春秋の中頃なる尊公宣公の時代に事實

εして現はれて居るこEは．春秋の記録によって明かに察するこεが出車るか’

らである。

四、春秋の暦E三正論

　春秋は魯の隠i公元年（西紀前七二二年）より哀公十四年（西紀前四八一年差に至

る十二公二百四十二年間の歴史で、孔子が魯の宮庭文庫の材料によりて編述；さ

れたものミいはれて居る。所謂編年艦で．年は魯公の部位を元年εして撒へ、

月は正月より十二月並にてそれに春夏秋冬の四時を冠し．日は仁平せる六十干

支にて記して居る。漸の如き年月日にて記しナこる時日が．現今の暦に引き當て

、如何なる時日に相當するかεいふこごは頗る難問題で古來未だ完全なる解決

を得ない。要するに閏月を如何物に挿入しナこかミいふこεN．月毎の朔の干支

が何なりしかを知ればよいのであるが．此爾者が頗る明かでない。春秋勢頭第

一に春王正月εあるが．これは如何なる時節を指すものか．凝望には春王，周正

月ごもあるので、冬至を含む所謂周正月を指すものか、又はわざわざ春εいふ

丈字を冠して居るのを以て見れば、重て孔子が理想εして居られfc「夏時」によ

るもので立春正月を指すものか、この間題に就ても馬丁導者の意見歴々にして

一致せす．碩儒朱子q）如きも春王正月の一一・kp］は千古不決の疑なりεして居る。

　私思ふに春景正月の一句が難解であり．春秋の麿が雪間題であったのは、一一

つは所謂三正論なるものが累をなして居る。三正論εいふのは冬至を含む月、

其翌月及び翌々月は何れも年の始の正月ミなる資絡あるもので、之を子丑寅ε

覗くれば．夏の時代には草月を正月εし．般代には丑月Eし周代には子月を正

月ミしナこもので、これは現實の歴史的事實でもあり、叉かxる循環は天地自然

の理にも適摩して居るものであるミいふ説である。此説は廣く一般に信ぜられ

古來一入もこれを疑つtものはない、察沈が書集傳に甘誓の「威侮五行。怠棄

三正」の句を辛し．これによって見れば三正循環は尭舜以前からあっナこものε
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見なければならぬEいふて居るのや、叉秦の時代に憶説にかぶれて十月を以て

年の始めεしたこ芯なS“は、叙説が如何に根強く一般に信ぜられて居るかミい

ふこミを示す適例である。

　しかし三正論に謝する入々0）説は如何襟にあらうεも．隠詞周三代に三正が

交替したεいふこεは噺じて甚句ではない。三正交替に關する文献の古いもの

は．史記歴書にもありs筒書大傳にもあり．なほ潮っては逸口書野島解にもあ

り．左傳昭公十七年に二郎の言εして「塞出於夏爲三月。於三景四月。於周爲

五月」εあり．爾書士誓には「怠棄三正」の句があるが、此中諸書の：文句はこれ

によりて呼出編述の年代を引き下ぐる根嫁ミすべきもので一これによりて三正

論が甘誓當時にあっtt一いふ謹嫁εすべきものではない。逸周書や左傳の製作

年代は戦國時代まで引き下げて少しも差支ないものであり．其他は皆漢以後の

のものであるので．要するに三正論は春秋時代叉はそれ以前には謹縁がないε

いはなければならぬ。我々は三正論に束縛さるNここなく、自由な立場から春

秋の暦を攻究し．其結果によりて三正論の當否如何を判断しなければならぬ。

　春秋二百四十二年間の朔縞蛇若くは長谷を作りてこれを研究したものは．今

日まで現存して居るもの・最も古いのは晋の陣立の長吉であるが．更に朔りて

は前漢末の童歌も．又顧慮時時代の孚ば頃ε思はるtS経始の著者も．共に之を

試みたこミは疑もないが．何れも成功しなかったものである。春秋の暦を研究

するには、杜預の回歴に例示されtcるが如く．記事中にある月々の日の干支を

考へて閏月の挿入を按排するこミN、も一つは近世に至りてチヤルマーースの試

みナこるが如く．三十六日蝕の記事を利用し、今日よりの推算ε比較して當時の

暦を考究するこεtsの二つの方法がある、私は藪年前この爾者を兼ね用ひて春

秋の暦を研究したが、大艦に於てほN“誤りなしε自信し得る程の長歴を作るま

でにはなほ一の大なる難關を突破するこεを必要εしたのである。それは左傳

：文公元年に「於内払三月非禮也」εあり、文公元年に閏三月があっfものN如く

見えるのであるが．私は研究の結果籔然左傳のこの文句を無噛し．文公元年に

は閏三月はなかりしものEしたこEである。春秋の経には三月の閏に就ては何

等の記載はないが．「三月癸亥日有食之」εあり．四月に「丁已葬歌恒心公」εあ

るので、左傅の著者は二月癸亥を二月癸亥朔ミ見たが故に．超然三月に閏が

なければならぬこミNなつナこものである。公羊傳の著者も同じ意見であったも

のε見え、公羊傳では経文が明かに「二月癸亥朔日有食之」ミなって居る程であ

るが．しかし漢書五行志引経には朔の字がないのでsこれはやはり始めより朔

の字はなかつtcので．從って朔に當らざりしものS見るのが至當であるS思は

れる。私はこれを二月癸亥晦S解恥し、從って三月には閏月なきものεしたの

で．長都作製に就ての大なる障害を除くこミが出來たのである。

　斯くして作製し得たる春秋長歴によれば．春秋の暦は．隙公・より僖公・の頃ま
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では．冬至よの約一ケ月幽き月を正月ごして居り（帥ち所謂訂正に近きものを

用ひて居り）宣身頃より後は画影よく冬至正月に揃って居り、文蛤宜公頃は丁

度其過渡時期に當って居る。この事實は．全く何等の命毛もなく何等の画定を

も設けす．ナこ“高詠に春秋の内容を研究しナこる結果ミして得たるもので．しか

も支那上代り）天文學史に憂して最も重要なる根嫁取占ミなるべきものである。

　偶我々の有する二百四十幼年の歴史中に．暦の獲達こ改正εの二つの重要な

る事實を含んで居つナこεいふこεは、我々研究者に取りて實に望外の幸εいは

なければならないので．これによりて先づ第一には．春秋の日浦の干支は後世‘

の推算によりて附加しナこるものに直すやミいふ疑は到底成立の餓地なき二εが

明かになりたるここ、第二には所謂三正論なるものが百番抵から覆へされtcこ

εは極めて注意すべきこごであるり

　思ふに春秋長歴に現れテこる事實は．前節に述べ駆るが如く、畢寛文公時代に

土圭によりて冬至を推定する方法を探用するに至りたるこεのための必然的結

果に外ならぬ。観測法の三更に件なふて自然に冬至を以て理想的の年の始めε

考ふるに至ったので、所謂三正論は．年始魚食の止むべからざる理由を宣匂せ

んがために唱へ出されナこものに過ぎないであらう。

　斯様に考ふれば．文公六年経に「冬閏月不告．月。猶朝子廟」εあり、同じく十

六年に「夏五月。公四坐視朔」ミあるのは決して偶然ではなく．閨月挿入に謝し

新型爾派の間に異見あり其議纏まらざりしがために、月を告げ朔を覗るの式を

畢ぐるこミ能はざりしものε解繹するを並べく．左傳信公五年に日南至の記事

があるのも偶其一一端を示して居るものE見るこεが出亘るであらうε思ふ。

五、暦法の成立ぜ干支紀年法

　春秋中頃に土圭を用ひて日射の時期を測る様になりてからは．時節の推定も

懸る正確になり．從って一年の長さが三百六十五日四分の一なるこεも間もな

く知れsそれに適慮するために十九年の間に七つの閏月を按排するミいふこS

もやがて實行されナこものε思はれる。

　日の端敷を去るために十九年を四倍したる七十六年法は．普通に四分法ε稻

へて居るが、四分法によれば丁度七十六年にて年月日の關係が正しく一循環す

る筈なので、最も簡箪にこれを實現するために、年の始めの基準なる冬至こ．

月の始めの基準なる合朔ε．日の始めの基重なる夜牟若くは旦ミ、以上三つの

ものが正しく相一致せる時機を蔑みてこれを暦元ミし。所謂端を始めに履みて

此時より月日を籔へ始めるこミXする。さすれば一年の十二分の一は一朔望月

の長さよりは約一口斗り長いので期節の基準なる月々の中心は次第に合朔より

後れ．約三十ニケ月にて中事は一ケ月程後れ．中氣ε中氣εの間に挾まりて中

氣を有せざる朔望月が出写るこtrになる。中氣を有する月には其中高の順にて
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月名を附し、中氣を有せざる月を閏月εするεいふのが普通の四分法の大鰐で

ある。

　左築三公元年（前脳二六）に「先王之正時也。履端粛始。西崎桑中。館飴於終。

履端於始。雑則不懲。暴正適中。民則不惑。餓飴於終。事前不調」Sあるのは

右に述べナこ如き意味に解職すべきものであらうし。左転は其中にある歳星記事

よりして見れば戦國時代の牛ぱ頃に製作されナこものであるこεは疑もないミ思

はれるので．要するに戦國時代の牟ば頃には一定の整頓せる暦法が微動して居

ったものS見なければならぬQ少しく降って紀元前三百年頃なるべしεいはる

N孟子に「天之高也。星辰之遠也。荷求其故。千歳之日至。可坐而致也」εある

のは、孟子の時代には暦法施行後日既に久しく．暦法は精確なるものεいふこ

ミに封ずる一般の信頼が頗る強かったミいふこεを示して居るものである。

　思ふに春秋中頃に於ける観測の憂夏の結果εして冬至標準暦が用ひ始めらる

Sに至ったもので、其始めには置閨法も必ずしも嚴格ではないが略十九年に七

閏の割に揃って居る様に見える。やがて春秋末乃至戦國始め頃：に至っては可な

り正しく整頓し、恐らく宣公十四年（前五九五）を以て暦元εする四分暦に纏ま

ったものであらう。この暦法は後に漢代に論議せられて居る般歴ε連綾するも

のなので．私はこれを般歴古法ε稻ヘナこいU＝思ふ○

　次で戦国時代の牛ば紀元前三百五六十年頃に至りて、冬至正月の所謂周正を

改めて立春正月の夏正に復するε同時に、紀元前三六六年を歴元ミし、此年の

正月の合朔は丁度立春の節ε一致し甲寅の口の寅の刻（旦）に弱れるものEする

額頭歴なるものを用ふるに至ったもので、これは前漢の太初元年（前一〇四）暦

法制定の時まで行はれて居る。

　暦法の制定に件なふて襲倶したものは紀年法である。戦國時代の牟ば頃に歳

星を観測し、其周天一循環が丁度十二年（正しくは一一・八六年）なるを知り、

歳星の天に於ける位置を指示するこεによりて廣く一般に用ひらるべき紀年法

ミなしたものであるが、歳星の飛行は西より東なるに反し、十二支はそれより’

以前に既に東より西の順に天に配零してあっナこので．少なからず混羅を來たし

ftものらしい。直接に歳星の位置を用ふる代りに、歳星E顧慮して逆向きに蓮

行ずるものを假想して．これを歳陰、太歳又は太陰ミ禰へ．其上に殊更に寅卯

等の文字を避けて囁提格、味聞等の名を用ひて居る。最初の歳星紀年法では紀

元前三六五年を以て撒へ始めεし焉逢波痕格（甲寅）の歳ミ呼んで居るので．呂

氏春秋の序意篇に維秦八年（前二三九）歳在濡灘（申）εあるのは此紀年法に從っ

て居る。次で暦元を以て紀年法の撒へ始めεすべきものξいふ考が加はり、額

頭ヴに封してQS　．秦漢の際に至りて、其歴元なる紀元前三六六年を甲寅εする

紀年法が附け加へられたものε見え．国論の鵬鳥賦に見ゆるものはこの額無熱

紀年法に從って居る。叉太初墜制定の際に其有力なる候補者の一であっナこ二二
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には、其第二次臭剥元なる紀元前三六七年を以て甲寅εする紀年法が附翻して

居り、これは太初頃には可なり廣く用ひられて居ったものS見える。夏に太初

歴制定の際一たび採用に決したる案によれば、太初元年を以て歴元εし甲寅の

歳ミする筈で．その事を明言したる詔書まで登せられたのであっナこが．これは

輿論の反封のナこめに逡に慶棄の運命に陪つたものである。以上四つの紀年法に

ては．順次十二支がしつ宛すれて居るのであるが．これは畢寛歳星の周天の遇

期が正しく十二年に非すして一一・八六年なるがためt：　’理論上八六年侮に一

次の差を生する筈なので．紀元前三六五年ε太初元年（建国〇四）εにて三次の

差があるのは當然のこεである。

　前漢末に至り甘甘は百四十四年毎に一直を超ゆる超立法を案出して、是等諸

種の紀年法を整理せんミしfeのであるが．やがて後漢の初めに至りては、断然

歳星ミ絶縁し超辰法を慶し、軍に順番によりて歳を撒ふるものSし跨るものか

現行の干支紀年法である、

六、五　　行　　読

　五行説は普通には萬が天から賜った洛書なるものに基いて案出したものεい

はれて居るが．これは無論後世の假托で信ずるに足らない。人世に必須の要素

が或は五つ或は六つミいふ襟な考は可なり古くからありしものなるべく．例へ

ば細工文公七年に「水火金製穀。謂之六府」ミあり、禺貢に「六府孔修」な5Nあ

るが．少しく大規模に天地聞一切の現象を五つの要素の漕長交替によって説明

せんミする五行説は、戦國時代の牛ば頃に．天に動く星（師ち太陽系に属する

遊星）が五つあるεいふこミを知りてよく後に成立したものε思はれる。春秋

繁露に「天有五行」ごあり、史記天官書に「天有五星。地有五行」ε見え．五行説

の起原が西洋の占星章ε同じ考に基き．五星の観測によって始まつtものであ

るこεは疑もないこミN思はれる。た黛西洋方面の占星術では．人の蓮命は其

出生時に於ける日月五星の位置によるものεしてあるので．占星家は団居十年

前に棚りて日月五星の位置を推算するの必要を感じ．これがために一面に自ら

天文學の畿達を促がし起のであるが、支那に襲達せる五行説では、天に於ける

五星の蓮行も、地上に於ける百般の現象も、共に五行の潰長交替によりて生す

るものであるミし、五行の消長交替は時ゑび方位に配當せる干支によりて定ま

るものSしたので．其後は地上の現象に關する五行説は．天文現象ミは直接に

は關序せざるこミXなり、天文學の獲達εは没交渉εなったものである。

七、甘石の星累

損初に二十八宿を用ひて月の蓮動を観測し、降て戦國時代には五星の膿汁を

も併せて齪寄するに至ったミすれば、是等の観測をして次第に精確ならしむる
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必要上・主ミしては黄道方面に．なほ關書しては天喜罷に亘りて．恒星の位置

を観剛し精確に測定するに至るべきとは自然の勢である。郡康節の皇極経世書

に「五星之説。自甘碑石公始」Sあり、劉向の七録に「甘心楚入。戦國時。作天

文星占八拳」叉「石申魏入。職寸時。作天文八巻」ミある。思ふに職國時代の牟

ば頃に．甘公石田なる二人頗る天文に通じ．一方に於ては五星を齪測して．星

占や五行説の基を開き及び歳星紀年法を用ひ始むるε同時に。これε關聯して

多くの恒星を観測して其名構を定め其位置を測定したものであるこミは殆さ疑

ない様であるが．不幸にして其事蹟は明かに三って居ない。

　覗存漢魏叢書の中に茸石星経ミ樗するものがあるが、これは明かに後世0）ti

作で深く顧みる程のものではない。唐革に出來たε写する開元占経の中に石周

章才華の言を引用し、約百二十個の恒星に就て、其黄道よりの距離及び北極を

回る度数を記載して居る。開元占経は町代に一時散財し、明末に至りて馨る佛

像の中より早見されたものが今日に傳はつて居るεいはれ、其傳來には無條件

にては信を措き難きものなのであるが．偶々同じく唐初のものにて支那には散

質し我國には李安黒具來傳はれる天文要録及び天地瑞鮮志の十四中にも亦石氏

昔氏の言を引用せるものあり、互に相照合するに．一二無罪の誤ε見るべきも

のを除くの外は全然符節を合するか如くなるを以て見れば、是等の引用文は少

くεも唐代以後は正しく傳へられて居るこεは疑もないので、我々は是等の引

用文を集めて．唐初に於ける石亭亭氏の星経を再現するこεが出來る。

　極の位置は歳差の現象によりて時ご共に次第に愛する筈なので、今右の如く

にして再現し得たる懐石星経に黒し、盃中に記載せる約百二十個の恒星の極を

去る度数を吟味し．これによりて棚って是等の星を齪劃せる年代を推定すれば

紀元前約三百年εいふ年代に相當して居る。

　漢書天文志に「太歳早早。日黒糖格。歳星正月描出東方。石氏日。名監徳。

在斗牽牛。失引出。早水早戸○甘氏在建仁黎女。太初現在煙室東壁云々」εあ

るが．これは歳星を以て十二年にて渾天するものεすれば．石氏昔氏の観測ミ

太初の観測ミにて若干の相違あるミいふこざを蓮べて居るので．これを材料ミ

して石墨甘氏の時代を推定すれば．紀元前約三百六十年Eなる。

　私は右の二つの推定より見て．廿耳石申の時代を以て大造戦國時代の牟ば紀

元前三百五六十年頃ミし．此爾氏は五星の蓮行を齪測するε同時に約百二十個

の恒星の位置を測定しナこるものS見たいε思ふ。西洋方面にて今日に傳はれる

1・Vミーの恒星表なるものca　．紀元前二世紀のヒパルコスの観測に基き．紀元

後二世紀にトレミーが記載せるものミいはれ．一千〇二十個の星の位置を載せ

て居るのに比し、我が蛇石星経は、星の撒に於ては大に劣って居るが．時代に

於ては約二百年も先んじて居る。實に世界最古の恒星表εして誇るべきもので

ある。測定の精確の度はbレミーの星表εほ“同じ程度である。
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八、太初歴の制定

　前漢の武帝太初元年（前一〇四）に於ける暦法制定は天文學史上特筆すべき事

實である。支那に覧ては此鼎立來最近に至るまでの間に約五十回の改暦がある

が．それ等の暦法は皆正史に載せられて少しの疑籍もなく今日より追跡するこ

εが出來るので．太初歴は實にかSる先例を開きたる最初の暦法である。

　太初歴制定の際に於ける事情は史記歴書及び漢書事歴志に詳細に記述してあ

り、三時の轡1測法や計算法が如何なる程度に嚢達して居ったか、直路者以外に

民間に於ても思量暦法の學が如何に論議せられて居ったかは明かにこれを察す

るこεが出動るのであるが、不幸にして史記ミ漢書ざの記事は表面的に一見す

れば相矛盾する如くにも見え．古來其眞相を訟破しナこものがなく．現に太初歴

の如何なるものなるかに就ても學者の意見が涯々であったのは實に遺憾のこミ

Nいはなければならぬ。

　太初歴制定の議は．太史公を始めεして朝野幾多の主動家より成る委員によ

りて講究せられ、やがて史記歴書の歴術甲子篇の如き案が可決せられ、これを

實施する’旨の詔書まで澄せられたのであっfが、この案は毛馬画幅子若くは丁

丑ε撒へて居った太初元年を改めて甲寅ε構へ、叉立春正月を改めて冬至正月

ミせんEする純理想案であっナこので．實行に當って諸方面より烈しき反醤に遭

ひたるものミ見え．逡に中止撤回の止むなきに至ったものである。更に委員を

思して再調査に附し．やがて費用に決しfeものは餐李の八十一分法ε熱するも

のでこれは太初元年より茜雲し始めた歴なので太初歴であり、叉其内容よりい

へば三統歴εも樽するものである。後に前漢末に至りて劉畝がこれに嘉辰紀年

法を附加し、焼立歴によりて巧みに春秋を説き其微妙を極めたので、燧に一部

には三統歴は劉猷の手によりて作られナこものX如く誤解する人をすら生するに

至ったものである」

　特に注意すべきこεは．三球歴卸ち八十一分法には百三十五ケ月の蝕の週期

を取り入れて居るこεである。一坐蝕の週期には八十八月．百三十五月、二百

こ十三月。三百五十八月等あり．其いつれを用ひてもほΣ寒しいのであるが．

西洋方面でカルデヤのサロスεして知られて居るのは二百二十三月（約十八年）

の週期であり支那で、太初歴に探用されて居るのは百三十五月（約十一年）の週

期で、偶然にも互に相異なれる週期を用ひて居るこミは頗る面白い。これは少

くεも紀元前百年までは支那の天文學は西方の影響を受けて居らぬSいふ確か

なる誰豫εなるべきものである。

九、結 語

私は上來の序述により、大子從來不明こされて居った部分師ち支那一ヒ代に於
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ける天文學の嚢達を明かにして、東洋天文畢史の根幹を薩立し得たξ信ずるの

で．これを以て一段落εなし．漢代以後に於ける天文學史の序述．印度日本其

他の二二に於ける天文學の山山叢達に賦する研究．及び東洋に於ける天文現象

の記録にして學二上利用し得べきものΣ整理等の諸方面に就ては、更に他日を

期したいε、思ふつ

　要すろに太古塊來漢の太初に至るまで約二千年に亘る天：文學の歴史は．全く

自畿的開展の歴史であって．中途に於て外二輪入の形跡は少しもない。なほ二

黒占に關する主要なろ事實を摘記すれば次の如くである。

　（イ）暦法　支那の十九年七瀬の法は希臓の天文畢の輸入なるべしミ疑ふが如

きは甚だ謂はれなき二言である。朔望の太陰暦ε春夏秋冬の太陽暦εの利便を

併せ用ひんミすれば、十九年七閏法は必然的に到來すべき一の段階で、決して

其存在を以て外來輸入の澄Σなし得べきものではない。況んやメトンの十九年

法は紀元前四三二年、カリボスの七十六年法は紀元前三三四年忌ものミいはれ

て居るの｝：　．支那で明かに七十六年忌を探用せる額項歴は紀元前三百六十年頃

より行はれナこるものなるべく、實際の暦がほN’十九年七閏に揃って居るのは紀

元前六百年頃からのこ蓬である。夏に暦法の前払時代εもいふべき辰の三時観

測時代に潮れば、支那、カルデヤ、埃及．それぞれ互に相異なる辰を用ひて居

り明かに東西の天文學が刷々に嚢達したものであるこごを示して居る。

　（ロ）二二十八記法　二十八宿法は支那にも印度にも、ペルシヤ．アラビヤにも

あり．是等が決して溺々に案出されナニものではなく、同一の起原のものである

こεは、少しも疑ふの高地はない。私は二十八減法の内容及び目的等の研究か

ら、これを周初の頃に支那で用ひ始められ．春秋乃至戦國時代頃に支那から印

度に傳へられ、更に後に至りてペルシヤ、アラビヤに傳1へられたものであるこ

言を明かにし得ナこミ思ふ。カルデヤには二十八宿法のあった形跡はないQ

　（ハ）蝕の週期　カルデヤのサロス（二二三月）ε異なりナニる百三十五月の蝕の

週期が．紀元前一〇四年に制定されナこる太初歴の中に信用されて居るεいふこ

εは、少くこも三時までは．支那の天文學にカルデヤの影響がないミいふ三三

ミ見るべきものである。

　（二）星学　紀元前四世紀の観測に基き約百二十掴の恒星の位置を記せる笠石

の門経ε、紀元繭二世紀の齪測に基き一千〇二十丁目恒星の位置を記せるトレ

ミーの恒星表εを比較し．星象の聯絡、命名法．及び個々の名山の異同を研究

すれば．此時代までは．東西天文學の間に何等の聯絡なきこεは明かであるε

いはなければならぬ。
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